
 

６．障害者に関する基本的施策 
各委員の意見 関係資料 

【大 谷
おおたに

委員
いいん

】（５（１）再掲） 

５、 各

かく

権 利

けんり

の 内 容

ないよう

について、 従 来

じゅうらい

国

こく

内 法

ないほう

において 明 確

めいかく

になっていないことを 明

あき

らかにすること 

（１） 差 別

さべつ

の 禁 止

きんし

 

 基

き

本

ほん

法

ほう

３ 条

じょう

３ 項

こう

は 差 別

さべつ

の 禁 止

きんし

をうたっているが、 差 別

さべつ

の 定 義

ていぎ

もなく、 裁 判

さいばん

規 範 性

きはんせい

も 有

ゆう

していない。よって、

別 条

べつじょう

を 設

もう

けて、合 理 的

ごうりてき

配 慮

はいりょ

の 欠 如

けつじょ

も 含

ふく

め差

さ

別

べつ

の 定

てい

義

ぎ

を 明 確

めいかく

にする 必 要

ひつよう

がある。なお、裁

さい

判

ばん

規

き

範
はん

性
せい

を有
ゆう

する差

さ

別

べつ

禁 止 法

きんしほう

の 制 定

せいてい

の 必 要 性

ひつようせい

については、 別 途

べっと

意 見

いけん

を述

の

べることとする。 

（２） 教 育

きょういく

 

基 本 法

きほんほう

１４ 条

じょう

は 教 育

きょういく

について「 年 齢

ねんれい

、 能 力

のうりょく

および 障 害

しょうがい

の 状

じょう

態

たい

に 応

おう

じ」 保 障

ほしょう

するとしている。ま

た３ 項

こう

においては、 障 害

しょうがい

のある 児 童

じどう

とない 児 童

じどう

との 交 流

こうりゅう

及

およ

び 共 同

きょうどう

学 習

がくしゅう

を 積 極 的

せっきょくてき

に 進

すす

めることによ

って、その 相 互

そうご

理 解

りかい

を 促 進

そくしん

しなければならないとしている。このように、わが 国

くに

の 学 校

がっこう

教 育

きょういく

法

ほう

は 原 則

げんそく

分 離

ぶんり

別 学

べつがく

となっている。しかし、これは 権 利

けんり

条 約

じょうやく

がインクルーシブ 教 育

きょういく

を 保 障

ほしょう

していることと 決 定 的

けっていてき

に 抵 触

ていしょく

する。この

ことにより 特 別

とくべつ

支 援

しえん

教 育

きょういく

は、 権 利

けんり

条 約

じょうやく

の 理 念

りねん

に 則

のっと

り 再 編

さいへん

成

せい

されるべきである。 

 

権 利

けんり

条 約

じょうやく

２４ 条

じょう

はインクルーシブ 教 育

きょういく

を 保 障

ほしょう

し、 障

しょう

がいのある 人

ひと

が 障

しょう

がいを 理 由

りゆう

として 一 般

いっぱん

教 育

きょういく

制 度

せいど

から 排 除

はいじょ

されないこと、自己

じこ

の住

す

む 地 域

ちいき

社 会

しゃかい

において、インクルーシブで 質

しつ

の 高

たか

い 無 償

むしょう

の 初 等

しょとう

教 育

きょういく

及

およ

び 中 等

ちゅうとう

教 育

きょういく

にアクセスすることができること、 個 人

こじん

が 必 要

ひつよう

とする 合 理 的

ごうりてき

配 慮

はいりょ

と 支 援

しえん

を 一 般

いっぱん

教 育

きょういく

制 度

せいど

内

ない

で 保 障

ほしょう

している。また 手 話

しゅわ

を 含

ふく

む 適 切

てきせつ

な 言 語

げんご

並

なら

びにコミュニケーション 手 段

しゅだん

での 教 育

きょういく

を

保 障

ほしょう

している。 

よって、この 条 項

じょうこう

を 国

こく

内 法

ないほう

とするためには、 学 校

がっこう

教 育

きょういく

法

ほう

など 関 連

かんれん

法 規

ほうき

を 原 則

げんそく

統 合

とうごう

に 改

あらた

める

必 要

ひつよう

があるが、その 前 提

ぜんてい

として、以下

いか

の 内 容

ないよう

（

「

要 旨

ようし

）

」

を 基 本 法

きほんほう

に 規 定

きてい

することが不 可 欠

ふかけつ

である。 

 



①

１

障

しょう

がいのある 人

ひと

は 障

しょう

がいを 理 由

りゆう

に 差 別

さべつ

を受

う

けることなく 教 育

きょういく

を受

う

ける 権 利

けんり

を 有

ゆう

している 

  ②

２

障

しょう

がいのある子

こ

どもは自己

じこ

の住

す

む 地 域

ちいき

社 会

しゃかい

で 障

しょう

がいのない子

こ

どもと分

わ

け 隔

へだ

てられることなく 教 育

きょういく

を受

う

ける 権 利

けんり

を 有

ゆう

し、地 域

ちいき

の 小 中

しょうちゅう

学 校

がっこう

に 学 籍

がくせき

を 有

ゆう

し、 就 学

しゅうがく

することを 保 障

ほしょう

され、これは 高 校

こうこう

以 降

いこう

の 教 育

きょういく

についても 準 用

じゅんよう

される。 

  ③ 障

しょう

がいのある 人

ひと

（子

こ

ども）は 個 人

こじん

の 必 要

ひつよう

に 応

おう

じ 合 理 的

ごうりてき

配 慮

はいりょ

と 支 援

しえん

が 保 障

ほしょう

される。 

  ④

４

障

しょう

がいのある 人

ひと

（子

こ

ども）は、特 別
とくべつ

支援
しえん

教 育
きょういく

を希望
きぼう

するときにはそれが保 障
ほしょう

され、 障
しょう

がいのある人
ひと

（子
こ

ども）もしくは保護者
ほごしゃ

の 承 諾

しょうだく

なくして 強 制

きょうせい

されることはない。 

  ⑤ 盲

もう

、 盲

もう

ろう、ろうの子

こ

どもの 教 育

きょういく

は、個 人

こじん

にとって 最

もっと

も 適 切

てきせつ

な 言 語

げんご

並

なら

びにコミュニケーション

こみゅにけーしょん

手 段

しゅだん

によって

なされることを 保 障

ほしょう

する。 

 なおこの 内 容

ないよう

は、「 障

しょう

がい 者

しゃ

政 策

せいさく

PT 中 間

ちゅうかん

報 告

ほうこく

」の 改 革

かいかく

１７ 項 目

こうもく

「その６ 共

とも

に 学

まな

び 共

とも

に 育

そだ

つ 教 育

きょういく

に 転 換

てんかん

します」とほぼ 重

かさ

なる。 

 

「 学 校

がっこう

教 育

きょういく

制 度

せいど

は、あらゆる 段 階

だんかい

において 障

しょう

がい児

じ

が 障

しょう

がい児 以 外

じいがい

の 者

もの

と 原

げん

則

そく

分

わ

けられず、インクルー

シブ 教 育

きょういく

（ 共

とも

に学び

まな

共

とも

に育つ 教 育

きょういく

）とすることを 基 本

きほん

とするとともに、 障

しょう

がい 児 又

じまた

はその保 護 者

ほごしゃ

が 希 望

きぼう

すると

きは、 特 別 支 援 教 育

とくべつしえんきょういく

を受

う

けることを 保 障

ほしょう

する。 

手 話

しゅわ

、点 字

てんじ

又

また

は文字

もじ

表 記

ひょうき

（ 要 約

ようやく

筆 記

ひっき

）等

など

のコミュニケーション 手 段

しゅだん

の 支 援

しえん

、 教 材

きょうざい

、施 設 及

しせつおよ

び 設 備 等

せつびなど

のバリアフリー化

    か

、 教 職 員

きょうしょくいん

の 体 制

たいせい

整 備

せいび

など、 障

しょう

がい児

じ

が 学

まな

ぶ 地 域

ちいき

の 学 校

がっこう

も 含

ふく

む 教 育 現 場

きょういくげんば

での

支 援 体 制

しえんたいせい

の 強 化

きょうか

を 図

はか

る。  

義 務 教 育

ぎむきょういく

のみならず 後 期

こうき

中 等

ちゅうとう

教 育

きょういく

（ 中 等 教 育

ちゅうとうきょういく

のうち 義 務 教 育 終 了 後

ぎむきょういくしゅうりょうご

に 行

おこな

われるもの

をいう。）及

およ

び 高 等 教 育 等

こうとうきょういくなど

の 教 育

きょういく

制 度

せいど

においても、インクルーシブ 教 育

きょういく

に 相 当

そうとう

する 施 策

しさく

を 推 進

すいしん

する。」 
 

 

 



【大 濱
おおはま

委員
いいん

】（再掲） 

○ 権 利

けんり

条 約

じょうやく

の 理 念

りねん

に 基

もと

づいて 障 害 者

しょうがいしゃ

施 策

しさく

を 実 施

じっし

すべきこと。 

 

【小川
おがわ

委員
いいん

】 

１． 

（１） 現 行

げんこう

規 定

きてい

は、17 項 目

こうもく

にそぐわない 点

てん

がある。17 項 目

こうもく

や 条 約

じょうやく

の 規 定

きてい

から、 構 成

こうせい

やタイトル

たいとる

も 含 め

ふく 

、 条 約

じょうやく

に沿った

そ  

全 面 的

ぜんめんてき

な 改 廃

かいはい

が 必 要

ひつよう

である。例 え ば

たと  

、 現 行

げんこう

基 本 法

きほんほう

第

だい

14 条

じょう

の「 教 育

きょういく

」、 第

だい

16 条

じょう

「 雇 用

こよう

の

促 進

そくしん

等

とう

」等

とう

、 条 約

じょうやく

にそった 全 面 的

ぜんめんてき

な 改 正

かいせい

が 必 要

ひつよう

であり、 第 三 章

だいさんしょう

「 障 害

しょうがい

の 予 防

よぼう

に関 す る

かんする

基 本 的

きほんてき

施 策

しさく

」は 削 除

さくじょ

すべきである。 障 害

しょうがい

予 防

よぼう

は、 障 害 者

しょうがいしゃ

の 権 利

けんり

保護

ほご

と 施 策

しさく

推 進

すいしん

を 規 定

きてい

する 改 正

かいせい

新 法

しんぽう

に 規 定

きてい

さ

れるべき 内 容

ないよう

ではないと 考

かんが

える。 全 て

すべて

の 条 文

じょうぶん

を 精 査

せいさ

する 必 要

ひつよう

があると 考

かんが

える。 

（２）17 項 目

こうもく

に於

お

ける「その 15」に 関 連

かんれん

して、 国 際

こくさい

比 較

ひかく

において 低 い

ひく 

水 準

すいじゅん

にとどまっているわが 国

くに

の 障 害

しょうがい

関 係

かんけい

予 算

よさん

を 確 保

かくほ

するための 国

くに

や自 治 体

じちたい

の 責 務

せきむ

を 明 確

めいかく

にすること。 

２． 条 約

じょうやく

は 障 害 者

しょうがいしゃ

の 権 利

けんり

を 定

さだ

め、 締 約

ていやく

国

こく

への義務

ぎむ

を課

か

している。それに 基

もとづ

いて、権 利

けんり

の 確 認

かくにん

という 観 点

かんてん

で

の 改 正

かいせい

が 必 要

ひつよう

である。 

（

「

障 害 者

しょうがいしゃ

に関 す る

かんする

基 本 的

きほんてき

施 策

しさく

の）３から７については、 条 約
じょうやく

に基 い て
もとづ   

新 設
しんせつ

すべきである。 

 

【尾 上
おのうえ

委員
いいん

】 

５． 障 害 者

しょうがいしゃ

に関する

か ん

基 本 的

きほんてき

施 策

しさく

 

① 個 別 実 定 法
こべつじっていほう

の 理 念 的 根 拠
りねんてきこんきょ

となる 現 行
げんこう

・ 第 ２ 章
だい しょう

（
「

障 害 者
しょうがいしゃ

の福 祉
ふくし

に 関
かん

する基
き

本
ほん

的
てき

施
し

策
さく

）の

関 係
かんけい

条 文
じょうぶん

については、 条 約
じょうやく

の 関 連
かんれん

条 文
じょうぶん

をもとに、「～を確 保
かくほ

する」「～を行 う
おこな

」「～しなければならない」

等
など

の義務規定
ぎむきてい

を基 本
きほん

とすべきです。 

② 地 域
ちいき

での 自 立 生 活
じりつせいかつ

の 権 利
けんり

を 実 現
じつげん

していくために、 障 害 者 権 利 条 約 第
しょうがいしゃけんりじょうやくだい

19 条
じょう

に 明 記
めいき

されたパーソナル・アシ

スタント・サービスを 含
ふく

む 支 援
しえん

を受
う
ける 権 利

けんり
を 明

めい
記
き
しするとともに、パーソナル・アシスタント・サービスの 実 施 規 定

じっしきてい
を 設
もう

けること



が 必 要
ひつよう

です。 

③「 改 革
かいかく

１ ７ 項 目
    こうもく

」のその 6 には、「 学 校
がっこう

教 育
きょういく

制 度
せいど

は、あらゆる 段 階
だんかい

において 障
しょう

がい児
じ
が 障
しょう

がい児 以 外
じいがい

の 者
もの

と 原
げん

則
そく

分
わ
けられず、インクルーシブ 教 育

きょういく
（ 共
とも

に学び
まな

共
とも

に 育
そだ

つ 教 育
きょういく

）とすることを 基 本
きほん

とするとともに、 障
しょう

がい 児 又
じまた

は

その保 護 者
ほごしゃ

が 希 望
きぼう

するときは、 特 別 支 援 教 育
とくべつしえんきょういく

を受
う
けることを 保 障

ほしょう
」とあります。 

 その 点
てん

からすると、 現 行
げんこう

の 第 1 4 条
だい  じょう

の３では「 交 流 及
こうりゅうおよ

び 共 同 学 習
きょうどうがくしゅう

を 積 極 的
せっきょくてき

に 進
すす

める」と、基 本 的
きほんてき

に分
わ

けられた仕組
しく

みが 前 提
ぜんてい

になっており、 条 約
じょうやく

並び
なら

に「 改 革
かいかく

１ ７ 項 目
    こうもく

」が目指
めざ

すインクルーシブ 教 育
きょういく

と 大
おお

きく

矛 盾
むじゅん

しています。「 改 革
かいかく

17 項 目
こうもく

」その６にそった 規 定
きてい

にあらためるとともに、まず、入
い
り 口
ぐち

から分
わ
けないことを 基 本 方 針

きほんほうしん
とし

て 学 校 教 育 法 施 行 令 第
がっこうきょういくほうせこうれいだい

5 条 等
じょうなど

での異 別 取
いべつと

り 扱
あつか

い 規 定
きてい

の 削 除
さくじょ

が 必 要
ひつよう

です。 

 

④ 雇 用
こよう

の 促 進
そくしん

等
など

（ 第 1 6 条
だい  じょう

）については、これまでのような「 雇 用
こよう

の 促 進
そくしん

に関する
か ん

施 策
しさく

」を 示
しめ

すことにとどまるのではな

く、 条 約
じょうやく

（ 第 2 7 条
だい  じょう

）が 明 記
めいき

している、 雇 用
こよう

に 係
かか

わるすべての 事 項
じこう

に 関
かん

する 差 別
さべつ

の 禁 止
きんし

と 苦 情 手 続 等
くじょうてつづきなど

による

権 利
けんり

の保護
ほご

に 関
かん

する措置
そち

の 必 要 性
ひつようせい

の 明 記
めいき

が 必 要
ひつよう

です。 

条 約
じょうやく

の 第 2 7 条
だい  じょう

（ 労 働
ろうどう

及び
およ

雇 用
こよう

）は、インクルーシブで、かつ、アクセシブルな 労 働 市 場 及
ろうどうしじょうおよ

び 労 働
ろうどう

環 境
かんきょう

に

おいて、 障 害
しょうがい

のある 人
ひと

の 労 働
ろうどう

の 権 利
けんり

を広く
ひろ

認めて
み と

います。 従 来
じゅうらい

のような 一 般 雇 用
いっぱんこよう

と 福 祉 的 就 労
ふくしてきしゅうろう

の 縦 割
たてわ

り 的
てき

な 制 度
せいど

を 根 本
こんぽん

からあらため、 障 害 者
しょうがいしゃ

の 働
はたら

く 権 利
けんり

の 実 現
じつげん

という 観 点
かんてん

からの 見 直
みなお

しが 求
もと

められます。 

 

⑤ 政 治 的 及
せいじてきおよ

び 公 的
こうてき

活 動
かつどう

については、 条 約
じょうやく

の 29 条
じょう

（ 政 治 的 及
せいじてきおよ

び 公 的
こうてき

活 動
かつどう

への 参 加
さんか

）を踏
ふ
まえて、 自

みずか
ら

選
せん

択
たく

した 手 段
しゅだん

、方 法
ほうほう

によって、政 治 的 及
せいじてきおよ

び 公 的 活 動
こうてきかつどう

に 効 果 的
こうかてき

かつ 完 全
かんぜん

に 参 加
さんか

することができる 適 切
てきせつ

な措置
そち

を 確 保
かくほ

することの 明 記
めいき

が 必 要
ひつよう

です。 

 

⑥ 難 病
なんびょう

に つ い て は 、 基 本 法
きほんほう

23 条
じょう

3 項
こう

に 、「 難 病 等
なんびょうなど

に 起 因
きいん

す る 障 害
しょうがい

」 と さ れ て い る た め 、

身 体 障 害 者 福 祉 法
しんたいしょうがいしゃふくしほう

の 手 帳 所 持 者
てちょうしょじしゃ

に 限 定
げんてい

されているという 誤 解
ごかい

が 生
しょう

じており、「 難 病
なんびょう

等
など

に 起 因
きいん

する」の

「に 起 因
きいん

する」を 削 除
さくじょ

すべきです。また、 障 害
しょうがい

に 基
もと

づく 差 別
さべつ

の 多 様
たよう

な 実 態
じったい

に合
あ
わせて、ＨＩＶのキャリア、 顔 面

がんめん
に 異 形
いけい



やアザがある 人 等
ひとなど

にかかわる 障 害
しょうがい

の「みなし」や「過去
かこ

の 経 歴
けいれき

」を「 障 害
しょうがい

の 範 囲
はんい

」に 含
ふく

める 柔 軟
じゅうなん

な 対 応
たいおう

が求め

ます。 

 

⑦「 障 害
しょうがい

の 予 防
よぼう

に関する
か ん

基 本 的
きほんてき

施 策
しさく

」（ 第
だい

３ 章
しょう

のタイトル 及
およ

び 第
だい

23 条
じょう

１と２）の「 障 害
しょうがい

の 予 防
よぼう

」については、

障 害
しょうがい

はあってはならず、 治 療
ちりょう

しなければならないものという 障 害 観
しょうがいかん

が 色 濃
いろこ

く 反 映
はんえい

されているので、この 項 目
こうもく

は

基 本 的
きほんてき

に 削 除
さくじょ

し、 次
つぎ

のように 修 正
しゅうせい

することが必要です。 

イ．現 行
げんこう

の「 障 害
しょうがい

の 予 防
よぼう

に関する
か ん

基 本 的
きほんてき

施 策
しさく

」（ 第 ３ 章
だい しょう

）は 削 除
さくじょ

し、新た
あら

に「保 健
ほけん

サービスへのアクセス」または「 保 健
ほけん

サービスの 利 用
りよう

」を設け
もう

、 主 体 者
しゅたいしゃ

である 障 害 者
しょうがいしゃ

の 判 断
はんだん

と 選 択
せんたく

によってアクセスし 利 用
りよう

できる 施 策
しさく

を 行
おこな

うことを

明 記
めいき

することが 必 要
ひつよう

です。 

ロ．前 記
ぜんき

のイ．を踏
ふ
まえて、 現 行

げんこう
の 23 条

じょう
の３を 改 変

かいへん
し、 新

あら
たに 23 条

じょう
の１として、 次

つぎ
のような 文 言

もんごん
に 変 更
へんこう

が 必 要
ひつよう

です。  

「 国 及
くにおよ

び 地 方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

は、 障 害
しょうがい

の 原 因
げんいん

となる 難 病 等
なんびょうなど

の 予 防 及
よぼうおよ

び 治 療
ちりょう

が 困 難
こんなん

であることにかんがみ、

障 害
しょうがい

の 原 因
げんいん

となる 難 病 等
なんびょうなど

の 調 査 及
ちょうさおよ

び 研 究
けんきゅう

を 推 進
すいしん

するとともに、 難 病 等
なんびょうなど

の 障 害
しょうがい

があるため

継 続 的
けいぞくてき

に 日 常 生 活 又
にちじょうせいかつまた

は 社 会 生 活
しゃかいせいかつ

に 相 当
そうとう

な 制 限
せいげん

を受
う

ける 者
もの

に 対
たい

する 施 策
しさく

をきめ 細
こま

かく 推 進
すいしん

するよう

努
つと

めなければならない。」 

 

⑧「 改 革
かいかく

17 項 目
こうもく

」のその 15 には、「わが 国
くに

における 障
しょう

がい 者
しゃ

に 係
かか

る 予
よさん

算は、 諸 外 国
しょがいこく

との比 較
ひかく

において、ＧＤＰ比
ひ

で 低
ひく

い

社 会 支 出
しゃかいししゅつ

と 国 民 負 担 率
こくみんふたんりつ

となっているため、立
た
ち 遅

おく
れている 社 会 的 地 域 基 盤

しゃかいてきちいききばん
の整 備

せいび
と 経 済 的

けいざいてき
自立
じりつ

を 促 進
そくしん

し、 障
しょう

がい

者福祉施策
しゃふくししさく

を 推 進
すいしん

するため、施 策 項 目
しさくこうもく

と 達 成 期 間 等
たっせいきかんなど

を 定
さだ

めた 総 合 的
そうごうてき

な福 祉 計 画
ふくしけいかく

と 財 政 的
ざいせいてき

な数 値
すうち

目 標
もくひょう

を 定
さだ

める」

とあります。 

 ここで 記
しる

されている通り
とお

、日 本
にほん

の 障 害 者 福 祉 予 算
しょうがいしゃふくしよさん

は 先 進 諸 国
せんしんしょこく

に比
くら

べて 極
きわ

めて 低 水 準
ていすいじゅん

で 全 体
ぜんたい

の予算規模
よさんきぼ

が 小
ちい 

さ過
す

ぎます。福祉施策
ふくししさく

にお 金
かね

を 使
つか

っていないと言
い
われているアメリカと比

くら
べても２ 分

ぷん
の１程 度

ていど
でしかありません。最 低

さいてい
でも 現 行

げんこう
の３～４

倍
ばい

の 障 害 者 関 連 予 算
しょうがいしゃかんれんよさん

が 必 要
ひつよう

です。障 害 者 福 祉 施 策
しょうがいしゃふくししさく

の 拡 充
かくじゅう

のために、財 源
ざいげん

の確 保
かくほ

・ 拡 充
かくじゅう

を行えるような規 定
きてい

を設
もう

けることが 必 要
ひつよう

です。 



 また、 障 害 者
しょうがいしゃ

の地 域
ちいき

での 自 立 生 活
じりつせいかつ

の権 利
けんり

を 実 現
じつげん

していくために、ホームヘルプ 等 地 域 生 活
などちいきせいかつ

サービスの地 域 格 差
ちいきかくさ

を

解 消
かいしょう

するために、ニーズの 適 切
てきせつ

な 把 握
はあく

に努め
つと

、 必 要
ひつよう

な 財 源
ざいげん

の 確 保
かくほ

を 行 う
おこな

規 定
きてい

が 必 要
ひつよう

です。そして、 障 害 者
しょうがいしゃ

の

地 域 生 活
ちいきせいかつ

の基 盤 整 備
きばんせいび

を 重 点 的
じゅうてんてき

に 進
すす

めるような規 定
きてい

・制 度 化
せいどか

が求め
も と

られます。 

 

【川 崎
かわさき

委員
いいん

】 

「障 害 者
しょうがいしゃ

に関する
か ん す る

基本的
きほんてき

施策
しさく

・政治
せいじ

参加
さんか

の施策
しさく

」精神科
せいしんか

病 院
びょういん

に入 院 中
にゅういんちゅう

の人
ひと

の多く
おおく

は投 票
とうひょう

に行けない
い け な い

と言われ
い わ れ

ています。一人
ひとり

で外
そと

へ出かける
で か け る

ことができない精神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

がいます。これらの人
ひと

に、政治
せいじ

に関する
か ん す る

情 報
じょうほう

を得る
え る

ことと、投 票
とうひょう

をするという権利
けんり

を行使
こうし

できるよう配慮
はいりょ

されるべ

きです。 

 

【佐藤
さとう

委員
いいん

】 

（５） 障 害
しょうがい

のある子ども
こ   

( 障 害
しょうがい

のある児童
じどう

)（ 新 設
しんせつ

） 

 障 害 児
しょうがいじ

の施 策
しさく

がともすると軽 視
けいし

されがちであったので、項 目
こうもく

を 独 立
どくりつ

して設 け る
もう   

べきである。その 際
さい

、次
つぎ

の意 見
いけん

を 参 照
さんしょう

し

てほしい。 

障 害
しょうがい

乳 幼 児
にゅうようじ

の
りょう

療 育
りょういく

に 応 益
おうえき

負 担
ふたん

を持ち込ませない
も  こ     

会
かい

の意 見
いけん

2010 年
ねん

１ 月
がつ

20 日
にち

 障 害 者 基 本 法 改 正
しょうがいしゃきほんほうかいせい

にあたって、わが 国
くに

がすでに 批 准
ひじゅん

している児童
じどう

の権利
けんり

条 約
じょうやく

第
だい

23 条
じょう

( 障 害 児
しょうがいじ

）、および

障 害 者 権 利 条 約
しょうがいしゃけんりじょうやく

第
だい

3 条
じょう

( 一 般
いっぱん

原 則
げんそく

） ｈ
えいち

項
こう

、第
だい

7 条
じょう

( 障 害
しょうがい

のある児童
じどう

）の趣旨
しゅし

を 反 映
はんえい

させるために、「 第
だい

二 章
にしょう

障 害 者
しょうがいしゃ

に関する
かん   

基 本 的
きほんてき

施策
しさく

」において、「 障 害
しょうがい

のある子ども
こ   

( 障 害
しょうがい

のある児童
じどう

）」の 条 項
じょうこう

を 新 設
しんせつ

すべきである。 

障 害
しょうがい

のある児童
じどう

 

第
だい

＊＊ 条
じょう

( 新 設
しんせつ

） 

 障 害
しょうがい

のある児童
じどう

は、 生 命
せいめい

に対 す る
たい    

固有
こゆう

の権利
けんり

を守られ
まも   

、自己
じ こ

の 尊 厳
そんげん

を確保
かくほ

し、自立
じりつ

を促 進
そくしん

し、かつ地域
ちいき

社 会
しゃかい

への

積 極 的
せっきょくてき

な参加
さんか

を 助 長
じょちょう

する 条 件
じょうけん

の 下
した

で、発 達
はったつ

しつつある 能 力
のうりょく

が 尊 重
そんちょう

され、十 分
じゅうぶん

かつ 人 間
にんげん

に 値 す る
あたい    

生 活
せいかつ

を 享 受
きょうじゅ

する権利
けんり

を有する
ゆう   

。 

 ２ 国
くに

及
およ

び地方
ちほう

自治体
じちたい

は、 障 害
しょうがい

のある児童
じどう

が自己
じ こ

に 影 響
えいきょう

を 及
およ

ぼす事項
じこう

について意 見
いけん

を 表 明
ひょうめい

する権利
けんり

を 認
みと

め、

障 害
しょうがい

のある児童
じどう

に関する
かん   

施策
しさく

を講じる
こう   

にあたって、児童
じどう

の 最 善
さいぜん

の利益
りえき

を 第
だい

一 次 的
いちじてき

に考 慮
こうりょ

しなければならない。 

 ３ 国
くに

及
およ

び地方
ちほう

自治体
じちたい

は、児童
じどう

が 教 育
きょういく

、 訓 練
くんれん

、保 健
ほけん

サービス
さ ー び す

、リハビリテーションサービス
り は び り て ー し ょ ん さ ー び す

、雇用
こよう

のための 準 備
じゅんび

及
およ

び

レクレーション
れ く れ ー し ょ ん

の機会
きかい

を実 質 的
じっしつてき

に利用
りよう

し 及
およ

び 享 受
きょうじゅ

することができるよう、施策
しさく

を講
こう

じなければならない。 



（６） 特 別
とくべつ

支援
しえん

教 育
きょういく

（ 第
だい

１４条
   じょう

・ 修 正
しゅうせい

） 

障 害 者 権 利 条 約
しょうがいしゃけんりじょうやく

を踏まえた
ふ   

強 化
きょうか

・ 修 正
しゅうせい

が 必 要
ひつよう

とされる。その 際
さい

、 次
つぎ

の意 見
いけん

を 参 照
さんしょう

してほしい。 

障 害 者 基 本 法 改 正
しょうがいしゃきほんほうかいせい

に際して
さい   

の「 教 育
きょういく

」に関する
かん   

意 見
いけん

   

               全 国
ぜんこく

障 害 者
しょうがいしゃ

問 題
もんだい

研 究 会
けんきゅうかい

  2010 年
ねん

１ 月
がつ

21 日
にち

 障 害 者 基 本 法 改 正
しょうがいしゃきほんほうかいせい

にあたっては、障 害 者 権 利 条 約
しょうがいしゃけんりじょうやく

前 文
ぜんぶん

、第
だい

１ 条
じょう

～ 第
だい

５ 条
じょう

、第
だい

６ 条
じょう

～ 第
だい

７ 条
じょう

、第
だい

23 条
じょう

～ 第
だい

25 条
じょう

等
とう

をふまえて、 次
つぎ

の Ｊ Ｄ Ｆ
じぇい でぃー えふ 

案
あん

をもとに削 除
さくじょ

、追 加
ついか

、 修 正
しゅうせい

（下 線
かせん

部 分
ぶぶん

）を意 見
いけん

します。 

（ 教 育
きょういく

） 

第
だい

＊＊ 条
じょう

（ 現
げん

第
だい

十 四
じゅうよん

条
じょう

） 

障 害 者
しょうがいしゃ

は、いかなる 障 害
しょうがい

に基づく
もと  

差別
さべつ

を受ける
う   

ことなく、 教 育
きょういく

を受ける
う   

権利
けんり

を有 し
ゆう  

、その機会
きかい

を保 障
ほしょう

される。 

２ 国 及 び 地 方 公 共 団 体
くに およ  ちほうこうきょうだんたい

は、あらゆる 段 階
だんかい

におけるインクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

で 質
しつ

の高い
たか 

教 育
きょういく

を 実 現
じつげん

するための必 要
ひつよう

な施策
しさく

を講
こう

じなければならない。 

３ 障 害 者
しょうがいしゃ

並び
なら 

にその保護者
ほごしゃ

は、 本 人
ほんにん

の必 要
ひつよう

に応じた
おう   

教 育
きょういく

の内 容
ないよう

・方 法
ほうほう

などを求める
もと   

権利
けんり

を有
ゆう

する。（手話
しゅわ

の 習 得
しゅうとく

及
およ

びろう社 会
しゃかい

の言 語 的
げんごてき

な 同 一 性
どういつせい

を促 進
そくしん

することを含
ふく

む）。 

４ 国 及 び 地 方 公 共 団 体
くに およ  ちほうこうきょうだんたい

は、障 害
しょうがい

のある児童
じどう

が、本 人
ほんにん

の 生 活
せいかつ

している地域
ちいき

の 小 学 校
しょうがっこう

、中 学 校
ちゅうがっこう

で、同 一
どういつ

世 代
せだい

の者
もの

たちと共
とも

に学べる
まな   

よう必 要
ひつよう

な支援
しえん

を 行
おこな

わなければならない。 

５ 国 及 び 地 方 公 共 団 体
くに およ  ちほうこうきょうだんたい

は、障 害
しょうがい

のある児童
じどう

が、通 級
つうきゅう

による指導
しどう

における 教 育
きょういく

、または特 別
とくべつ

支援
しえん

学 級
がっきゅう

における 教 育
きょういく

、

または特 別
とくべつ

支援
しえん

学 校
がっこう

における 教 育
きょういく

を受ける
う   

ことができるよう必 要
ひつよう

な措置
そち

を講
こう

じなければならない。 

６ 国 及 び 地 方 公 共 団 体
くに およ  ちほうこうきょうだんたい

は、 障 害 者
しょうがいしゃ

並び
なら 

にその保護者
ほごしゃ

が、 本 人
ほんにん

の必 要
ひつよう

に応じた
おう   

教 育
きょういく

の内 容
ないよう

・方 法
ほうほう

などを求
もと

め

ることができるよう、 発 達
はったつ

を 最 大
さいだい

にするための 学 習
がくしゅう

環 境
かんきょう

の整 備
せいび

その他
  た

必 要
ひつよう

な措置
そち

を講
こう

じなければならない。 

７ 国 及 び 地 方 公 共 団 体
くに およ  ちほうこうきょうだんたい

は、障 害 者
しょうがいしゃ

が、高 等
こうとう

学 校
がっこう

、大 学
だいがく

、高 等
こうとう

専 門
せんもん

学 校
がっこう

及び
およ 

専 修
せんしゅう

学 校
がっこう

その他
  た

の 教 育
きょういく

機関
きかん

において 教 育
きょういく

（ 生 涯
しょうがい

教 育
きょういく

を含
ふく

む）を受ける
う   

ための必 要
ひつよう

な支援
しえん

と合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

を行 う
おこな 

とともに、 教 育
きょういく

機関
きかん

が必 要
ひつよう

な支援
しえん

と

合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

を 行 う
おこな  

ための措置
そち

を講
こう

じなければならない。 

８ 国 及 び 地 方 公 共 団 体
くに およ  ちほうこうきょうだんたい

は、障 害 者
しょうがいしゃ

の 教 育
きょういく

に関する
かん   

調 査
ちょうさ

及び
およ 

研 究
けんきゅう

並び
なら 

に学 校
がっこう

施設
しせつ

の整 備
せいび

を促 進
そくしん

しなければ

ならない。 

 

 

【新 谷
しんたに

委員
いいん

】 



４． 障 害 者
しょうがいしゃ

に関する基本的
きほんてき

施策
しさく

 

１）基本法
きほんほう

固有
こゆう

の 領 域
りょういき

として、権利
けんり

条 約
じょうやく

第 8条「意識
いしき

の 向 上
こうじょう

」に関わる規定
きてい

があると 考
かんが

えます。現行法
げんこうほう

の「 障 害 者
しょうがいしゃ

週 間
しゅうかん

」の規定
きてい

や「 障 害 者
しょうがいしゃ

基本
きほん

計画
けいかく

」などの規定
きてい

がそれに対応
たいおう

するものですが、権利
けんり

条 約
じょうやく

第 8条は非常
ひじょう

に豊富
ほうふ

な内容
ないよう

を持っています。基本法
きほんほう

には、

権利
けんり

条 約
じょうやく

第 8条の規定
きてい

を最 大 限
さいだいげん

盛
も

り込むべきと 考
かんが

えます。 

２）政治
せいじ

参加
さんか

、司法
しほう

参加
さんか

などについては、障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

禁止法
きんしほう

の守備
しゅび

範囲
はんい

をどうのように 考
かんが

えるかによりますが、権利
けんり

性
せい

とその 救 済
きゅうさい

の仕組み
し く み

を明確
めいかく

にするためには 障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

禁止法
きんしほう

に盛
も

り込む方が適 当
てきとう

ではないかと 考
かんが

えます。 

 

【関 口
せきぐち

委員
いいん

】 

１、 現 行 規 定
げんこうきてい

と 改 革
かいかく

17 項 目
こうもく

との 関 係
かんけい

についてどう 考
かんが

えるか 

関 口
せきぐち

意 見
いけん

： 対 応
たいおう

を 検 討
けんとう

し漏
も
れのないようにすべきである。 

２、 現 行 規 定
げんこうきてい

を 権 利
けんり

の 確 認
かくにん

という 観 点
かんてん

から 見 直
みなお

しする 必 要 性
ひつようせい

の有無
うむ

 

関 口
せきぐち

意 見
いけん

： 有
あり

 

３、 政 治 参 加
せいじさんか

の 施 策
しさく

を 加
くわ

えるべきかどうか 

４、 司 法 参 加
しほうさんか

の 施 策
しさく

を 加
くわ

えるべきかどうか 

関 口
せきぐち

意 見
いけん

：３．４．については 具 体 的
ぐたいてき

な 規 定
きてい

が 必 要
ひつよう

と 考
かんが

える。 

５、 差 別 禁 止
さべつきんし

の 法
ほう

制 度
せいど

の 確 立
かくりつ

と 施 策
しさく

を 加
くわ

えるべきかどうか 

６、 虐 待 防 止
ぎゃくたいぼうし

の 法 制 度
ほうせいど

の 確 立
かくりつ

と 施 策
しさく

を 加
くわ

えるべきかどうか 

関 口
せきぐち

意 見
いけん

：５．６．については 個 別 法
こべつほう

の 制 定
せいてい

に向
む
けた 理 念

りねん
条 項

じょうこう
でもよい。 

７、 障 害 児
しょうがいじ

の 施 策
しさく

を 加
くわ

えるべきかどうか 

８、 難 病
なんびょう

についての 施 策
しさく

を 加
くわ

えるべきかどうか 

関 口
せきぐち

意 見
いけん

：７．８．については 加
くわ

えるべきである。 

 

【竹 下
たけした

委員
いいん

】 

４ 基本法
きほんほう

には、当事者
とうじしゃ

参加
さんか

の仕組
し く

みを規定
きてい

すべきである。新
あら

たな立 法
りっぽう

、施策
しさく

の実施
じっし

などにあたっては、過半数
かはんすう

の 障 害 者
しょうがいしゃ

（または 障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

）が参加
さんか

する審
しん

議会
ぎかい

を経
へ

なければならないとする規定
きてい

が必 要
ひつよう

である。 



 

【土本委員②】（再掲） 

奈良

な ら

 札 幌

さっぽろ

 こんどは 兵 庫

ひょうご

でもながいこと、ぎゃくたいをされていた仲間

なかま

がいたことがわかった。 

ながいことぎゃくたいをうけてもだれにもいえなく、ぎゃくたいをうけつづけてきた。ながいことおどかされてきた。 

ぎゃくたいをされてもいえなかった、こと、奈良

な ら

大 橋

おおはし

製 作 所

せいさくしょ

でもなぐられたこともまわりの 人

ひと

たちにいえなかった。自分

じぶん

たちのことをしっ

ている 学 校

がっこう

の 先 生

せんせい

がききそれでなぐられたことがわかった。 

それまではいえなく自分

じぶん

たちでだまっていたこともあったりして なぐられつづけるといえなくなる。 

ながいことしらずにいた。15 年

ねん

30 年

ねん

もほっとかされていた。自分

じぶん

たちはぎゃくたいほっとかされ、せまいところにおしつけられて施設

しせつ

でもいい

かげんなこともやっている。 

いくらやかんの 職 員

しょくいん

がふやそうがもとにある 入 所

にゅうしょ

施設

しせつ

そのものがなくし それぞれのこんなんをかかえていることをしり、ちいきでも ひ

つようでてきせつな福祉

ふくし

サービス支援

しえん

があればとおもいます。 

自分

じぶん

たちはしょうがいしゃである 前

まえ

に 1

ひと

人

り

の 人 間

にんげん

としてあつかえといいつづけている。まわりの 人

ひと

たちもしょうがいしゃであっても 1

ひと

人

り

の

人 間

にんげん

としてみていくことだとおもいます。ぎゃくたいやけんりしんがい きほんてき 人 権

じんけん

をうばわれつづけていきている。自分

じぶん

たちはなんのた

めに 人

ひと

としていきているのか 全 国

ぜんこく

に、自分

じぶん

たちがしらないところでいまもぎゃくたいけんりしんがいをうけつづけている。 

自分

じぶん

たちはいつまでなきねいりをしなければならないのか。もうやだ仲間

なかま

たちのことをみろといいたいです。 

 

【久 松
ひさまつ

委員
いいん

】 

５． 障 害 者

しょうがいしゃ

に 関

かん

する 基 本 的

きほんてき

施 策

しさく

について 

 ①「 情 報

じょうほう

の 利 用

りよう

におけるバリアフリー化

    か

」については、 改 革

かいかく

17 項 目

こうもく

の 内

うち

、「 情 報

じょうほう

の 利 用

りよう

・ 伝 達

でんたつ

支 援

しえん

」と 関 連

かんれん

しているが、「 情 報

じょうほう

・コミュニケーションの 保 障

ほしょう

」として位置

いち

づけるべきである。 上 記

じょうき

したように、コミュニケーション 手 段

しゅだん

の 使 用

しよう

だけでなく 質 的 保 障

しつてきほしょう

も 含

ふく

めていく 必 要

ひつよう

がある。 

 

 ②

２

障 害 者 基 本 法

しょうがいしゃきほんほう

の 第 ３ 章

だい  しょう

「 障 害

しょうがい

の 予 防

よぼう

に関する

か ん

基 本

きほん

施 策

しさく

」は 削 除

さくじょ

するべきである。 

乳 幼 児

にゅうようじ

からの 人 工

じんこう

内 耳

ないじ

挿 入

そうにゅう

が「 予 防

よぼう

」のための「 早 期

そうき

治 療

ちりょう

」にされてはならない。 自

みずか

ら 意 思 決 定

いしけってい

できない

乳 幼 児

にゅうようじ

に 一 方 的

いっぽうてき

に「 治 療

ちりょう

」することは 人 格

じんかく

を無視

むし

した 人 権 問 題

じんけんもんだい

であり 大

おお

きな 問 題

もんだい

があると言わざるを得

い   え

な



い。 

 

③ 教 育

きょういく

については、 聴 覚

ちょうかく

に 障 害

しょうがい

のある子

こ

どもたちに対して

た い

は、 手 話

しゅわ

と日 本 語

にほんご

の 両 方

りょうほう

を身

み

につけられる 専 門 的

せんもんてき

な 教 育

きょういく

の場

ば

が 必 要

ひつよう

であることを踏

ふ

まえる 必 要

ひつよう

がある。 

 

【松井
まつい

委員
いいん

】 

５．障 害 者
しょうがいしゃ

に関する
か ん す る

基本的
きほんてき

施策
しさく

 

 現行
げんこう

の基本法
きほんほう

には、障 害 者
しょうがいしゃ

の政治
せいじ

や司法
しほう

へのアクセス
あ く せ す

を支援
しえん

したり、促進
そくしん

するための施策
しさく

については規定
きてい

されていないため、それらについての

規定
きてい

を追加
ついか

すること。また、障 害
しょうがい

者
しゃ

の差別
さべつ

禁止
きんし

や虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

については基本法
きほんほう

の目的
もくてき

や定義
ていぎ

で規定
きてい

するにとどめ、それらに関する
か ん す る

具体的
ぐたいてき

な対応
たいおう

は、

別途
べっと

制定
せいてい

される障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

禁止法
きんしほう

や障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

などに委ねる
ゆ だ ね る

こととする。 

 


